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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第45期
第２四半期
連結累計期間

第46期
第２四半期
連結累計期間

第45期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年９月30日

自平成23年４月１日
至平成23年９月30日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

売上高 （千円） 10,363,264 10,641,492 20,480,140

経常利益 （千円） 805,511 958,659 1,466,180

四半期（当期）純利益 （千円） 176,273 408,686 345,718

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 112,294 392,501 313,946

純資産額 （千円） 6,074,508 6,542,553 6,210,496

総資産額 （千円） 25,495,238 21,695,709 23,182,753

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 10.07 23.36 19.76

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 23.7 30.0 26.7

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 1,067,914 1,143,327 1,855,597

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） 58,325 182,769 257,267

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） 1,309,909 △1,990,673 △1,332,111

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 5,109,757 2,789,717 3,454,314
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回次
第45期
第２四半期
連結会計期間

第46期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成22年７月１日
至平成22年９月30日

自平成23年７月１日
至平成23年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 27.75 25.54

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。

４．第45期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号 平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

　

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当企業グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

　なお、㈱はせがわ美術工芸と㈱はせがわ仏壇工房は、平成23年４月１日付で㈱はせがわ美術工芸を合併存続会社、㈱

はせがわ仏壇工房を合併消滅会社とする吸収合併をいたしました。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。  

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等は行なわれておりません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当企業グループが判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間(平成23年４月1日～平成23年９月30日)におけるわが国の経済は、東日本大震災後の停

滞状況から持ち直しの動きがみられるものの、海外景気には下振れリスクが存在し、国内では穏やかなデフレ状態が

続くなど、依然として厳しい環境で推移いたしました。

宗教用具関連業界におきましては、消費者の生活スタイルや価値観の変化による購入商品の小型化・簡素化の傾向

が続き、総じて厳しい経営環境が続いております。

このような情勢のなか、当企業グループは、消費者の多様化するニーズに対応するため、墓石販売の専門組織によ

り、専門性の高い提案を行なうことで墓石販売の拡大を目指すとともに、従来、店頭販売員が並行して行なっていた仏

壇仏具販売と墓石販売の担当を明確化することにより、店頭販売員の販売効率改善に努めました。

これらの結果、売上高は106億41百万円(前年同四半期比2.7％増)となりました。

営業利益につきましては、積極的な販売促進等により経費は増加したものの、売上高が増加し、10億72百万円(前年

同四半期比8.1％増)となり、経常利益につきましては、借入金の減少により支払利息が減少したことなどもあり、９億

58百万円(前年同四半期比19.0％増)となりました。

四半期純利益につきましては、営業保証金等に対する貸倒引当金繰入額を計上いたしましたが、経常利益の増加に

より、４億８百万円(前年同四半期比131.8％増)となりました。

　

セグメントの業績は次のとおりであります。

　当社は、宗教用具に関連する事業について、小売部門では地域別に戦略を立案し、東日本、西日本に店舗を展開して事

業活動を行なっております。

　また、国内全域を対象とした寺社関連の活動も行なっております。　

東日本におきましては、平成23年４月に新設した墓石販売の専門組織の活動効率の向上と、店頭販売員の販売効率

改善が仏壇・仏具及び墓石双方の売上高に効果を上げ、75億55百万円(前年同四半期比2.3％増)となりました。

西日本におきましては、営業力の強化と人材育成に努めましたが、20億72百万円(前年同四半期比2.6％減)となりま

した。

寺社関連におきましては、自動搬送式納骨堂の販売や寺院の内陣工事の受注が堅調に推移したことにより、売上高

は７億66百万円(前年同四半期比21.0％増)となりました。

　

 (セグメント別売上高の構成比及び前年同四半期連結累計期間比増減)

セグメント

の名称
区　　分

前第２四半期

連結累計期間　

当第２四半期

連結累計期間　

前年同四半期連結

累計期間比増減

金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 増減率

（百万円) (％)　 (百万円) (％)　 (百万円) (％)　

　
仏壇・仏具

店舗販売 4,498 43.4 4,571 43.0 72 1.6

東日本 企業提携販売 952 9.2 1,009 9.5 57 6.0

　 墓　　　 石 1,935 18.7 1,974 18.5 38 2.0

 小　 　　計 7,386 71.3 7,555 71.0 169 2.3

　
仏壇・仏具

店舗販売 1,560 15.1 1,561 14.7 1 0.1

西日本 企業提携販売 200 1.9 204 2.0 3 1.6

　 墓　　 　石 366 3.5 306 2.8 △59 △16.4

 小　　 　計 2,128 20.5 2,072 19.5 △55 △2.6

　 寺社関連　 634 6.1 766 7.2 132 21.0

　 その他 214 2.1 246 2.3 31 14.6

　 合計　 10,363 100.0 10,641 100.0 278 2.7
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(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、前連結会計年度末に比べ、６億64百

万円減少して27億89百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は、11億43百万円(前年同四半期比7.1％増)となりました。

これは主に、税金等調整前四半期純利益８億11百万円を計上したことや、減価償却費1億42百万円、貸倒引当金の増

加額1億71百万円、売上債権の減少額１億42百万円などの増加要因によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果得られた資金は、１億82百万円(前年同四半期比213.4％増)となりました。

これは主に、墓石販売に伴う営業保証金(建墓権)の収入の純額１億73百万円(支出４億64百万円、回収６億38百万

円)などの増加要因によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果使用した資金は、19億90百万円(前年同四半期は13億９百万円の収入）となりました。

これは主に、長期借入金の純減少額18億64百万円などによるものであります。

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当企業グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4) 研究開発活動

特記すべき事項はありません。

(5) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

 ① 仏壇・墓石に対する意識の変化について

仏壇・墓石に関する消費者の嗜好は、当社が得意とする高級な商品を求める動きがある一方で、宗教観や価値観

の変化に伴って、低価格帯へのシフトが一段と進んでおります。

品揃えや商品開発によって対応を図っておりますが、このような消費者の意識の変化が当企業グループの今後の

業績に影響を及ぼす可能性があります。

 ② 優良な霊園・墓所の確保について

墓石売上確保のためには霊園を確保することが重要となりますが、大都市圏での霊園不足が続いており、消費者

の要望も、より都心に近く立地の良い霊園を求める傾向が強くなっております。

また、地方自治体の霊園開発規制強化や開発業者と近隣住民とのトラブルなどにより、宗教法人による霊園の新

規開発は従来に比べて困難な状況となっております。　

今後、当企業グループといたしましては、優良霊園の確保を図るとともに、納骨堂などの新たな事業の充実を図っ

てまいります。　

(6) 資本の財源及び資金の流動性についての分析

資本の財源及び資金の流動性につきましては、第２ [事業の状況] ３ [財政状態、経営成績及びキャッシュ・フ

ローの状況の分析] (2) キャッシュ・フローの状況に記載のとおりであります。

(7) 経営者の問題認識と今後の方針について

　当社の主力商品である仏壇・墓石に関する消費者の嗜好は、宗教観や価値観、生活スタイルの変化に伴い小型化・簡

素化が進み、今後もこの傾向は続くものと推測されます。

このようななか、当企業グループは、消費者の嗜好の変化に合致した商品開発を行ない、仏壇仏具販売において優位

性を確立してまいりますとともに、墓石販売におきましては平成23年４月に新設した専門組織による専門性の高い提

案を行なうことにより、仏壇仏具と同等のシェア獲得を目指してまいります。

これらの実現のために、優秀な人員の確保と育成に努めて、宗教用具関連業界におけるマーケティング戦略を再構

築し、顧客満足度の向上に注力してまいります。

また、今後の経済的成長が見込まれるアジア地域の供養マーケットへの進出の可能性につきましても、引き続き研

究してまいります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種　　　　　類 発行可能株式総数（株）

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

②【発行済株式】

種　　類
 第２四半期会計期間末
 現在発行数(株)
（平成23年９月30日）

提出日現在発行数(株)
（平成23年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内　容

普通株式 18,014,376 18,014,376

大阪証券取引所

市場第二部

福岡証券取引所

単元株式数100株　

計 18,014,376 18,014,376 － －

　（注）　「提出日現在発行数」欄には、平成23年11月１日からこの四半期報告書提出日までのストックオプションによる

新株予約権の権利行使により発行された株式数は含まれておりません。

　

(2)【新株予約権等の状況】

当第２四半期会計期間において発行した新株予約権は、次のとおりであります。

　決議年月日 平成23年６月21日

新株予約権の数（個） 3,100

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 310,000

新株予約権の行使時の払込金額（円） １個当たり28,600

新株予約権の行使期間
自　平成23年７月１日

至　平成28年６月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　　348

資本組入額　　174

新株予約権の行使の条件

当社の取締役及び監査役たる地位を失った場合に権利

行使権を失効するものとする。

その他の条件は、当社と新株予約権者との間で締結した

「新株予約権割当契約」に定めるところによるものと

する。

新株予約権の譲渡に関する事項 譲渡、質入その他の処分は認めないものとする。

代用払込みに関する事項  －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項  －
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　決議年月日 平成23年６月21日

新株予約権の数（個） 1,260

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 126,000

新株予約権の行使時の払込金額（円） １個当たり28,600

新株予約権の行使期間
自　平成23年７月１日

至　平成28年６月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　　348

資本組入額　　174

新株予約権の行使の条件

権利行使時において、当社又は当社の関係会社の取締

役、監査役、使用人又は当社と契約を締結している取引

先等であることを要する。

その他の条件は、当社と新株予約権者との間で締結した

「新株予約権割当契約」に定めるところによるものと

する。

新株予約権の譲渡に関する事項 譲渡、質入その他の処分は認めないものとする。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4)【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

(5)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年　月　日

発行済株式
総数増減数

（株）

発行済株式
総数残高

（株） 

資本金増減額

（千円）

資本金残高

（千円）

資本準備金
増減額

（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成23年７月１日～

平成23年９月30日
－ 18,014,376 － 3,915,768 － 978,942

EDINET提出書類

株式会社はせがわ(E03134)

四半期報告書

 8/24



(6)【大株主の状況】

 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

長谷川興産 株式会社　 福岡市中央区大濠２丁目７番13号 4,237 23.53

長谷川　裕一 福岡市中央区　 2,393 13.28

株式会社 西日本シティ銀行　 福岡市博多区博多駅前３丁目１番１号　 872 4.84

はせがわグループ社員持株会　 福岡市博多区上川端町12番192号　 869 4.83

長谷川　房生　 福岡市中央区　　 709 3.94

株式会社 福岡銀行　 福岡市中央区天神２丁目13番１号　 677 3.76

株式会社 みずほ銀行　 東京都千代田区内幸町１丁目１番５号　 571 3.17

有限会社 法隆 福岡市中央区大濠２丁目７番13号 443 2.46

株式会社 損害保険ジャパン 東京都新宿区西新宿１丁目26番１号 315 1.75

長谷川 素子　 福岡市中央区　 280 1.56

計 － 11,371 63.13

　（注） 上記のほか、自己株式が519千株あります。

(7)【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）　

普通株式    519,800
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 17,463,700 174,637 －

単元未満株式 普通株式　   30,876 － －

発行済株式総数 18,014,376 － －

総株主の議決権 － 174,637 －

　（注） 「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が400株(議決権4個)含まれており

ます。

EDINET提出書類

株式会社はせがわ(E03134)

四半期報告書

 9/24



②【自己株式等】

 平成23年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社　はせがわ
福岡市博多区上川端

町12番192号
519,800 － 519,800 2.89

計 － 519,800 － 519,800 2.89

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏　名 異動年月日

専務取締役
執行役員

葬祭事業グループ長
専務取締役

執行役員

葬祭事業グループ長 

兼 事業開発部担当

甲斐　昭二 平成23年７月１日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成23年７月１日から平成23

年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,766,314 3,101,717

受取手形及び売掛金 796,947 654,915

商品及び製品 3,244,075 3,195,524

仕掛品 80,735 81,892

原材料及び貯蔵品 41,931 42,023

繰延税金資産 198,687 207,186

その他 498,761 378,888

貸倒引当金 △11,476 △11,476

流動資産合計 8,615,977 7,650,673

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 851,472 832,132

造作(純額) 618,186 609,043

機械装置及び運搬具（純額） 10,330 8,611

土地 1,096,858 1,092,984

リース資産（純額） 33,802 28,255

建設仮勘定 2,100 2,520

その他（純額） 253,570 248,116

有形固定資産合計 2,866,321 2,821,663

無形固定資産 250,818 231,226

投資その他の資産

投資有価証券 510,486 492,850

長期貸付金 504,965 483,613

繰延税金資産 625,306 689,880

リース資産（純額） 365,485 337,770

営業保証金 7,507,340 7,300,689

差入保証金 1,830,095 1,790,275

その他 1,071,968 1,034,338

貸倒引当金 △966,012 △1,137,271

投資その他の資産合計 11,449,636 10,992,145

固定資産合計 14,566,776 14,045,036

資産合計 23,182,753 21,695,709
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,146,106 1,027,464

短期借入金 5,542,626 4,921,206

リース債務 120,837 123,756

未払金 494,903 369,405

未払法人税等 180,928 503,680

賞与引当金 199,262 249,913

販売促進引当金 28,700 23,600

その他 927,247 934,373

流動負債合計 8,640,612 8,153,398

固定負債

長期借入金 6,306,780 5,063,932

リース債務 491,692 437,991

退職給付引当金 681,580 641,244

役員退職慰労引当金 342,485 349,755

資産除去債務 314,767 317,790

その他 194,338 189,043

固定負債合計 8,331,644 6,999,757

負債合計 16,972,257 15,153,156

純資産の部

株主資本

資本金 3,915,768 3,915,768

資本剰余金 1,430,272 1,430,272

利益剰余金 1,016,236 1,359,319

自己株式 △171,262 △171,264

株主資本合計 6,191,015 6,534,096

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △2,407 △18,592

その他の包括利益累計額合計 △2,407 △18,592

新株予約権 21,888 27,049

純資産合計 6,210,496 6,542,553

負債純資産合計 23,182,753 21,695,709
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 10,363,264 10,641,492

売上原価 3,754,269 3,844,536

売上総利益 6,608,994 6,796,956

販売費及び一般管理費

販売促進費 501,929 543,006

給料及び賞与 1,965,480 1,973,831

賞与引当金繰入額 161,209 229,584

役員退職慰労金 14,383 －

退職給付費用 96,358 98,524

役員退職慰労引当金繰入額 6,181 8,603

福利厚生費 491,005 507,670

株式報酬費用 － 27,049

賃借料 655,418 630,079

その他 1,724,841 1,706,297

販売費及び一般管理費合計 5,616,808 5,724,647

営業利益 992,186 1,072,308

営業外収益

受取利息 7,720 24,716

受取配当金 5,338 5,439

受取家賃 153,592 148,747

その他 24,726 24,494

営業外収益合計 191,377 203,398

営業外費用

支払利息 141,454 115,040

賃貸費用 140,560 137,320

貸倒引当金繰入額 68,000 46,894

為替差損 8,013 152

その他 20,025 17,640

営業外費用合計 378,053 317,047

経常利益 805,511 958,659

特別利益

固定資産売却益 866 1,103

投資有価証券売却益 2,769 －

貸倒引当金戻入額 1,640 －

新株予約権戻入益 － 21,888

特別利益合計 5,277 22,991
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

特別損失

固定資産除売却損 2,210 2,630

減損損失 4,850 －

投資有価証券売却損 2 －

投資有価証券評価損 555 411

貸倒引当金繰入額 22,496 163,970

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 193,638 －

店舗閉鎖損失 － 2,823

特別損失合計 223,753 169,835

税金等調整前四半期純利益 587,034 811,814

法人税、住民税及び事業税 42,377 475,161

法人税等調整額 368,383 △72,034

法人税等合計 410,761 403,127

少数株主損益調整前四半期純利益 176,273 408,686

四半期純利益 176,273 408,686
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 176,273 408,686

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △63,978 △16,185

その他の包括利益合計 △63,978 △16,185

四半期包括利益 112,294 392,501

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 112,294 392,501

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 587,034 811,814

減価償却費 159,100 142,506

貸倒引当金の増減額（△は減少） 80,359 171,259

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,708 50,650

販売促進引当金の増減額（△は減少） 800 △5,100

退職給付引当金の増減額（△は減少） △39,400 △40,336

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △17,662 7,270

受取利息及び受取配当金 △13,059 △30,156

支払利息 141,454 115,040

投資有価証券売却損益（△は益） △2,767 －

投資有価証券評価損益（△は益） 555 411

固定資産売却益 △866 △1,103

固定資産除売却損 2,210 2,630

減損損失 4,850 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 193,638 －

為替差損益（△は益） 13,676 6,011

売上債権の増減額（△は増加） 160,528 142,031

たな卸資産の増減額（△は増加） △91,889 47,302

その他の流動資産の増減額（△は増加） 3,514 132,045

仕入債務の増減額（△は減少） △62,777 △118,642

未払金の増減額（△は減少） △15 △123,550

その他の流動負債の増減額（△は減少） 107,858 8,952

その他 29,963 54,325

小計 1,255,398 1,373,363

利息及び配当金の受取額 17,542 30,492

利息の支払額 △145,788 △112,618

法人税等の支払額 △59,238 △147,910

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,067,914 1,143,327

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △210,000 △202,000

定期預金の払戻による収入 256,000 202,000

有形固定資産の取得による支出 △26,842 △38,888

有形固定資産の売却による収入 9,796 4,980

無形固定資産の取得による支出 △3,220 －

無形固定資産の売却による収入 5,066 －

投資有価証券の取得による支出 △8,987 －

投資有価証券の売却による収入 4,985 －

貸付けによる支出 △50,000 －

貸付金の回収による収入 63,965 18,099

営業保証金の支出 △804,620 △464,300

営業保証金の回収による収入 746,713 638,245

差入保証金の差入による支出 △10,581 △13,176

差入保証金の回収による収入 116,987 52,996

その他投資の増減額（△は増加） △27,962 △9,892

その他長期負債の増減額(△は減少) △2,975 △5,294

投資活動によるキャッシュ・フロー 58,325 182,769

EDINET提出書類

株式会社はせがわ(E03134)

四半期報告書

17/24



（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △200,000 －

長期借入れによる収入 4,070,000 500,000

長期借入金の返済による支出 △2,352,546 △2,364,268

自己株式の純増減額（△は増加） △25 △1

リース債務の返済による支出 △56,331 △60,479

配当金の支払額 △151,187 △65,924

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,309,909 △1,990,673

現金及び現金同等物に係る換算差額 △5,180 △21

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,430,968 △664,597

現金及び現金同等物の期首残高 2,678,788 3,454,314

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 5,109,757

※
 2,789,717
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【追加情報】

当第2四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行なわれる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成23年９月30日）

────── 　保証債務

　取引先の金融機関からの借入に対し、債務保証を行なっ

ております。

　　宗教法人 伝燈院　　　　　　　　　 　880,000千円

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

当企業グループ売上高は季節性が高く、お盆と秋のお彼岸

を迎える第２四半期(７月から９月まで)と春のお彼岸を迎

える第４四半期(１月から３月まで)の割合が高くなってお

ります。

当企業グループ売上高は季節性が高く、お盆と秋のお彼岸

を迎える第２四半期(７月から９月まで)と春のお彼岸を迎

える第４四半期(１月から３月まで)の割合が高くなってお

ります。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 5,421,757千円

預入期間が３ヵ月を超える定期預金 △312,000千円

現金及び現金同等物 5,109,757千円

現金及び預金勘定 3,101,717千円

預入期間が３ヵ月を超える定期預金 △312,000千円

現金及び現金同等物 2,789,717千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

 １．配当金支払額　

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月22日

定時株主総会
普通株式 153,079 8.75平成22年３月31日平成22年６月23日利益剰余金

 ２． 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年11月５日

取締役会
普通株式 65,605 3.75平成22年９月30日平成22年12月６日利益剰余金

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

 １．配当金支払額　

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月13日

取締役会
普通株式 65,604 3.75平成23年３月31日平成23年６月２日 利益剰余金

 ２． 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年11月４日

取締役会
普通株式 65,604 3.75平成23年９月30日平成23年12月５日利益剰余金

EDINET提出書類

株式会社はせがわ(E03134)

四半期報告書

20/24



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額

（注）２

四半期連結損
益計算書計上

額
（注）３　

東日本 西日本 寺社関連　 計

売上高   　      

外部顧客へ

の売上高
7,386,0172,128,286634,02710,148,330214,93310,363,264－ 10,363,264

セグメント
間の内部
売上高又は
振替高

－ － － － － － － －

計 7,386,0172,128,286634,02710,148,330214,93310,363,264－ 10,363,264

セグメント利

益又は損失

（△）

947,60883,92841,2251,072,7617,6921,080,454△88,267992,186

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、卸売事業などを含ん

でおります。

　　　２．セグメント利益の調整額△88,267千円は各セグメントに配分していない全社費用△46,859千円及び

棚卸資産の調整額△41,407千円であります。

　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行なっております。　

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額

（注）２

四半期連結損
益計算書計上

額
（注）３　

東日本 西日本 寺社関連　 計

売上高   　      

外部顧客へ

の売上高
7,555,4792,072,745766,94410,395,169246,32310,641,492－ 10,641,492

セグメント
間の内部
売上高又は
振替高

－ － － － － － － －

計 7,555,4792,072,745766,94410,395,169246,32310,641,492－ 10,641,492

セグメント利

益又は損失

（△）

1,100,08787,19017,0381,204,316△15,4551,188,860△116,5511,072,308

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、卸売事業などを含ん

でおります。

　　　２．セグメント利益の調整額△116,551千円は各セグメントに配分していない全社費用△78,268千円及

び棚卸資産の調整額△38,283千円であります。

　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行なっております。　
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２．報告セグメントの変更等に関する事項

　　　当社は、従来、地域を基礎とした「東日本」及び「西日本」の２つを報告セグメントとしておりましたが、前第３四

半期連結会計期間より、「寺社関連」を報告セグメントとして追加しております。 

　　　この変更は、前第３四半期連結会計期間において「寺社関連」のセグメント利益が、利益の生じているすべての事業

セグメントの利益の合計額の10％以上となったためであります。

　　　これにより、前第２四半期連結累計期間の報告セグメントについては、変更後の３区分にて作成しております。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　該当事項はありません。　　

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 10円07銭 23円36銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 176,273 408,686

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 176,273 408,686

普通株式の期中平均株式数（千株） 17,494 17,494

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

希薄化効果を有している潜在株

式が存在しないため記載してお

りません。

希薄化効果を有している潜在株

式が存在しないため記載してお

りません。

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

──────
新株予約権の概要は、「新株予

約権等の状況」に記載のとおり

であります。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

平成23年11月４日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　(イ)　配当金の総額……………………………………………65,604千円

　(ロ)　１株当たりの金額………………………………………３円75銭

　(ハ)　支払請求の効力発生日及び支払開始日………………平成23年12月５日

(注)　平成23年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行ないます。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年11月11日

株式会社はせがわ

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 福岡　典昭　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 森　　昭彦　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社はせがわの

平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成23年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社はせがわ及び連結子会社の平成23年９月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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